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（審議経過） 

○伊東政策経営課長 

 定刻より少し前ではございますが、皆様おそろ

いでございますので、ただいまより令和４年度足

立区総合教育会議を開催させていただきます。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます、

政策経営課長の伊東でございます。よろしくお願

いいたします。 

 開会に当たりまして、何点かご案内させていた

だきます。本会議は、公開を原則としております。

そのため本日は傍聴の方が２名いらっしゃって

おります。また、会議記録はホームページで公開

をさせていただきますので、本会議中の皆様の発

言につきましては、録音をさせていただいており

ます。発言の際は、お手数ではございますが、お

手元のマイクのボタンを押していただき、終わり

ましたら再度マイクのボタンを押していただけ

ればとお願いいたします。 

 また、公開用の写真撮影が入りますこともご了

承いただければと思います。よろしくお願いいた

します。 

 まず、本日ご出席の教育委員の皆様をご紹介さ

せていただきます。 

 まず近藤俊明様でございます。 

 

○近藤教育委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 小関朝之様でございます。 

 

○小関教育委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 早川貴美子様でございます。 

 

 

○早川教育委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 倉橋さとみ様でございます。 

 

○倉橋教育委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 また、学校現場の声をお聞かせいただくために

区内の都立高校の校長先生、お二人の方にもご出

席をいただいております。 

 ご紹介いたします。 

 都立足立工業高等学校校長、鴻野誠様です。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 都立青井高等学校校長、加藤泰弘様でございま

す。 

 

○加藤青井高等学校校長 

 よろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 よろしくお願いいたします。 

 なお、本日、区長及び教育委員会の求めに応じ

て、関係する職員も同席をさせていただいており

ますので、出席者につきましては、出席名簿でご

確認くださいますようお願い申し上げます。 

 それでは、近藤区長からご挨拶をお願いいたし

ます。 

 

○近藤区長 

 お忙しい中、ご出席いただきありがとうござい

ます。 
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 本日の会議のテーマは、「若年者支援」とさせ

ていただいております。 

 「若年者」というと、かなり幅広い年代を指す

ようですが、今回は高校卒業から大学ぐらいまで

の若い方ということで進めていきたいと思いま

す。 

 そもそも足立区は貧困対策に力を入れている

わけですが、中学までは区立、そして高校になる

と都立もしくは私立ということで、中学から送り

出した後、どのような生活をされていて、どのよ

うな困難があるかということが見えづらいとい

うことが１つございました。 

 そしてもう１つは、高校へ進学はしたものの、

中退者の数が都内で一番多いという時期もあり、

これに危機感を持って都立の高校の先生方との

連絡会を立ち上げました。進学した足立の子ども

たちの実態について伺っていくうちに、かなりの

深刻な状況が浮かび上がってきたということで、

若年者支援に力を入れていくことに舵を切った

わけでございます。 

 今日はお二人の校長先生から詳しくお話を承

りたいと思っております。朝ご飯を食べてこない、

または、介護や自分たちの兄弟の面倒を見るため

に学校に出てこられない、いわゆる今言われてい

るヤングケアラーの存在や、本来でしたら様々な

クラブ活動での体験を通じて自己肯定感を高め

てほしいところですが、クラブに所属することが

ぜいたくになっているというような経済的な状

況の方もいらっしゃるということですので、中学

校までで支援をおしまいとするのではなく、高校

に行ったその先でも、区としてきちんとした責任

のある対応が必要だということを高校の先生方

のヒアリングで実感したところでございます。今

日は様々な話を承りながら、教育委員の先生方か

らのお立場でも必要な支援についてご提案やご

質問を活発にしていただいて、これからの支援の

充実につなげられる会議にしてまいりたいと思

います。 

 また、最後に、あだち未来支援室の室長から、

来年度に向けた区の若年者支援の内容について

もご説明をさせていただきたいと思います。当然

のことながら新年度予算の中に、あくまでも案と

して盛り込む想定というお話でございますが、１

つの方向性としては受け止めていただけるので

はないかと考えております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 ありがとうございます。 

 それでは早速議事に入りたいと思います。 

 まず、足立工業高等学校と青井高等学校の校長

先生にお話をいただければと思います。 

 まず鴻野校長先生、よろしくお願いいたします。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 改めまして、足立工業高校の校長の鴻野でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 本校は、西新井にある足立工業高校でございま

す。 

 今年で創立６０周年を迎えることができまし

た。どうもありがとうございます。式典は１２月

に行いますが、コロナの関係がございまして、ご

来賓の方々は控えていただくような形で進めさ

せていただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 今回は若年者支援ということで参加させてい

ただきました。本校もいわゆる中途退学防止のた

めの様々な取組をしてきているところでござい

ますが、少しの成果とまだまだ多くの課題が山積

しているというところでございます。 

 ただ、本校の特徴は入学生の９割ぐらいが足立

区の子どもたちです。そして、７割ぐらいの子ど

もたちが卒業後就職をするという進路でござい

ますので、３年後には広い意味で区内にまた戻っ

ていくと、このような特色を持っている学校でご

ざいます。したがいまして、足立区のほうで行っ
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ているこういった施策については、本校は都立高

校ではございますが、やはり一体となって一緒に

勉強させていただければと思っております。 

 また、後ほどいろいろなお話を頂戴し、また自

校に戻って還元していきたいと思っております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○伊東政策経営課長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、青井高等学校の加藤校長先生、よ

ろしくお願いいたします。 

 

○加藤青井高等学校校長 

 改めまして、青井高等学校校長の加藤と申しま

す。この４月に着任しております。 

 本校は、各学年５学級の普通科としては小規模

に属する学校です。足立区内の中学の出身者は大

体７割から８割ぐらいという状況です。 

 ここ３年ほど受験者が全員入学するという状

態が続いていて、そのため例えば０点、またはそ

れに近い低得点でも合格するという現状があり

ます。 

 一方で、特定の教科では高得点という生徒もい

るため、教科ごとの学力差が大きいという課題が

あります。そこで、１学年５学級の募集ですが、

それをあえて６クラスに展開して、きめ細かな指

導をしています。あとは希望者、特に進学希望、

勉強がしたいという生徒については、アドバンス

ドクラスという形で１クラスないし２クラスに

集めているといったようなことで、大学から就職

まで多様な進路希望があるため、きめ細かな進路

指導体制を構築するといったような特色化に尽

力をしております。 

 先ほど区長もおっしゃっていましたが、ヤング

ケアラーや、経済的な事情で部活に入らずにアル

バイトをするという生徒も少なくありません。 

 中退防止の取組としては、例年２０人から３０

人の中退者がいるのですが、平成３１年（令和元

年）度は４４人、令和２年度は、今の３年生です

が、これまでに５２人というような数が出ていま

した。 

 一方、令和３年度、現２年生は昨年度末現在で

１９人というふうに減っています。そこで、どう

いった理由が考えられるかということで分析を

したのですが、募集人員がそもそも減ったという

ところ、あとは生活指導を徹底しているとか、ス

クールカウンセラーやユースソーシャルワーカ

ーを複数配置して手厚い相談体制を構築してい

るというところで、退学を踏みとどまる生徒が増

えたというふうに分析をしております。 

 足立区内ですので、あえて申し上げますが、５、

６年前までは荒れている現状というのが確かに

ありました。授業規律が守られない、問題行動の

多発、遅刻、無断欠席の常態化と、そういったと

ころからは脱却しておりまして、現在の本校は落

ち着いた環境で学習できる学校であって、次の進

路実現に向けて努力できる学校だというふうに

自負しております。 

 もう一つ、退学者の現状ですが、今の現３年生

については、５２人というふうに申し上げました。

これと入学時の成績に相関関係はないかという

ことで分析をしたのですが、分割前期の募集で入

学時の成績を上から順に並べると上位５０％の

生徒は、退学率が１割少々なのです。一方で、下

位５０％の生徒は４割近くが退学をしています。 

 一方、推薦選抜の入学者や分割後期募集（３月

の募集で、本校より学力レベルの高い学校を不合

格となった中学生が多く受験するような状況）で

の退学者はほとんどいないというような現状も

分かりました。 

 これは特定の１学年だけのデータですが、入学

者選抜の成績と退学率に有意な相関関係が見ら

れる以上は、募集段階あるいは入学後のケアなど

の対策を講じることで中退防止につなげられる

のではないかというふうに考えています。 

 足立区の皆さんとも連携をして、何とか中退に
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歯止めをさらにかけていきたいなというふうに

考えています。よろしくお願いします。 

 ありがとうございました。 

 

○近藤区長 

 今、「足立区と連携しながら」というようなお

話がありました。中学校までの教育に求めること

について、少しお話を伺えたらと思います。 

 鴻野先生からいかがでしょうか。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

本校の若年者支援に関わるところでの今まで

の取組や現状を少し説明させていただきます。 

 私は昨年度本校に着任し、今年で２年目ですが、

やはり中途退学というのは当時大きな課題の１

つになっていました。 

 昨年、１年間を通して、最終的に中途退学を減

らすということよりも、入学した生徒を３年間い

ろいろなことを通して育てて、卒業後、社会に送

り出すこと、これが本校の大きなまずミッション

であろうと考えるようになりました。いわゆる物

づくりに興味・関心を持った子どもたちを集める

というのは１つの目標になっていますが、今や物

づくりに興味・関心を持っている生徒、子どもた

ちではなくて、実に様々な課題を併せ持つ子ども

たちが入学してきている現状がございます。 

 したがって、興味・関心のある子だけを育てる

ということであると、そうではない子は続かなく

なってしまいます。ですから、考え方を我々が変

えなければいけないということで、物づくりを通

して、物づくりに興味・関心のない子も含めて、

物づくりの楽しさや難しさ、奥深さみたいなもの

を学んでもらって、社会に送り出そうということ

でシフトを変えています。 

 昨年度は、その成果まではいきませんが、結果

として、中途退学者を少し減らすことができまし

た。ただ、これはまだ一過性のもので、今年度に

ついては現段階で既に転学者、退学者を含めて何

人か出ております。これは短期間で解決できる課

題ではないですが、少なくとも学校として、その

方向性で進めていくということが大事だという

ことで、今、舵を切っているところでございます。 

 具体的な取組としては、いわゆる「知・徳・体

バランスの取れた子どもたちを育てよう」という

ことがありますが、やはり工業高校の生徒にとっ

ても学力は必要です。 

 本校では、学力というものをどのように捉える

かというと、就職試験に合格できる学力を身につ

けることです。具体的にはいわゆる中学校段階で

学んだことを基礎にして、高等学校でも基礎・基

本をしっかり身につけていこうというような目

標でやっています。 

 ただ、実際のところを申し上げると、子どもた

ちの中には、学習習慣と学習環境がなかなか整っ

ていない子が多いです。 

 例えば、６月に行った都の高校生の生活実態調

査のある１項目の結果だけを申し上げますと、本

校の生徒で、平日ほとんど勉強しないという子が

約５４．１％です。土日に至ってはほとんど勉強

しない子が６４．１％です。そもそも子どもたち

が勉強に向き合う姿勢や意欲がしっかりしてい

ないと言われればそれまでで終わりますが、そこ

は、違う視点があるだろうというふうに考えてい

ます。 

 実際に、宿題や課題を家に持って帰って、家で

落ち着いて勉強できる環境があるかどうかとい

うことも我々は考えなければいけないだろうと

いうふうに考えています。 

 その１つの改善策として、やはり学校で勉強す

るような時間や環境を整備する必要があるだろ

うということで「スタディーズサポートプログラ

ム」というものを考えました。文教大学の阿野教

授と連携を取らせていただいて、大学の学生さん

が週２回程度、本校に来校し、放課後の子どもた

ちの学習サポートを行っていただいています。学

習サポートも、日々の宿題が分からない子を基本
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の段階とすれば、次の段階が定期考査や資格試験

に向けた勉強、最後の段階が大学入試等を視野に

入れた勉強、こんな段階に分けて学生さんたちと

本校の教員が連携し合っています。まだ成果のほ

どは上がっていませんが、本校でも英検準２級や

３級を取る子が複数出たということと、あとアン

ケートから浮かび上がってきたのが、「僕はこの

ように大学生やいろいろな方に１対１で親切に

勉強を教えてもらったのは初めてです。僕はとて

もうれしいです」という声です。こんな話を聞く

と、やはり我々が生徒たちの学習環境を整えてあ

げるということは、本校に通う生徒にとってはと

ても大事なことだろうというような考えで進め

ているところでございます。 

 体づくりにつきましては、今本校の生徒の多く

はゲームが好きです。ゲームをやる子がほとんど

です。この子たちに対しては急に競技レベルの高

い部活動とかに入って頑張らせるということで

はなくて、生涯を通じて豊かなスポーツライフを

学んでほしいということで、都から指定を受けて

「エンジョイスポーツプロジェクト」というのを

やっています。 

 これは簡単に申しますと、通常学校体育では授

業で教わらないようなニュースポーツ、例えば、

ヨガ、ストレッチング、ボクササイズ、リズムダ

ンス、そして講義というほどでもありませんが、

栄養学、コーディネーショントレーニング等々を

行って、子どもたちが自分の体を自分でセルフプ

ロモーションし、ただ自分が運動するだけではな

くて、いろいろな形でスポーツに関われるような

基礎的・基本的な力をつけてもらおうということ

でやっています。 

 最初は数名の子どもたちしか集まらなかった

のですが、いわゆる口コミで広がって、今は放課

後１０名から１５名ぐらいの生徒が参加してい

ます。これはあくまでもコンセプトがエンジョイ

スポーツであり、先生たちも一緒に出て楽しくや

るということがポイントですので、このような取

組を通して放課後活動の充実化を図っています。 

 徳育につきましては、これは昔から本校は区の

ほうと連携してやっていたことがありまして、そ

れは防災教育です。 

 昨年度から都の防災士養成講習という事業に

本校も積極的に参加させていただき、昨年は１１

名、今年は２２名の生徒が、この防災士養成講習

に出て防災士の資格を取っています。 

 この子たちは本校で行っている校内の避難訓

練をはじめ、東京都で行っている宿泊防災訓練、

これは今コロナの関係で宿泊ができなくなりま

したが、そして足立区の広域避難所運営会議、先

日は東京都水道局と連携した給水訓練、このよう

な事業に参加するというよりは、一緒に運営面で

参加するという意識を持ってもらって、足立区工

業防災チームとして、みんなでユニホームを着て

一緒に訓練に参加する、このようなことを行いま

した。 

 コンセプトは本校在学中に防災士の資格を取

り知識や技術を学んだ子が将来足立区に帰った

ときに、きっと足立区の様々な地域の自治会の防

災訓練等々に若手のリーダーとして活躍しても

らえるだろうということや、地域の防災を守る若

手のリーダーになってほしいということを考え

て、この事業の拡大を図っています。 

 来年度は、都との相談にもなりますが、さらに

防災士養成講習を受ける生徒を増やして、多くの

生徒がこの資格を取って、卒業後地域の防災活動

に役立ててもらえればと思い、取組を進めていま

す。 

 まだこのことが中退防止に直接結びつくよう

な数値的な成果も上がっておりませんが、やはり

このような方向で１人でも多くの生徒たちを育

てて卒業し、将来は地域や都に還元していきたい

と考えて取り組んでおります。 

 以上でございます。 

 

○近藤区長 
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 ありがとうございます。中退の主な原因という

のはどのようなものになっていますでしょうか。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 なかなか「中退の原因はこれです」というふう

に明確に申し上げられないところがあるかと思

います。 

 １つは、中学から高校に入学する段階、接続の

段階で、中学側で言うと一人一人の生徒に応じた

個別の進路指導というのがあろうかと思います

が、必ずしも明確な希望を持って本校に入学して

きている生徒だけではないというところもある

かと思います。ただし、これは中学校の進路指導

がどうなのだろうかという視点だけではなくて、

いろいろなケースがあるかと思います。 

 例えばで申し上げますと、子どもは定時制に行

きたかったけれども、親が「定時制は駄目だから、

全日制に行きなさい」と言って本校に来た。しか

し「やはり自分は、定時制に行きたかった。」と

いうことで、この子は結果として夏に定時制に転

学しています。 

 それから、これは本校側の課題ではありますが、

入試倍率がつかない厳しい状況が数年続いてお

りますので、結果として入学できる状況です。そ

ういたしますと、やはり中学校側も生徒側も、行

きたいところという進路選択よりも、行けるとこ

ろという観点での進路選択をせざるを得ないよ

うな子どももいるのではないかという気がして

います。 

 あとは、できるだけ学校説明会等々を通して、

工業高校というものをＰＲしてきているつもり

ですが、やはり我々の募集広報活動がまだ不足し

ているという観点から、なかなか中学校や中学校

の生徒、保護者に工業高校のＰＲがしきれていな

いことで、結果として「ミスマッチ」というよう

なことが起こっているとも考えられます。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 それと、卒業後は７割が就職という話でしたが、

正規の雇用に実際に結びついているのでしょう

か。その辺りの状況を教えてください。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 現在の３年生の状況を申し上げますと、就職希

望者につきましては、８割から８割５分ぐらいの

ほとんどがハローワーク、いわゆる求人を通した

就職活動を行って内定をいただいています。 

 状況を申しますと、東京商工会議所等との連携

で、最近の区内をはじめ都内の事業所の状況とし

ては、中小企業を中心に約６割の事業所が人手不

足になっています。このことは、今年度の求人総

数が２，０００件を超えていますので、我々も肌

で感じているところでございます。こういった追

い風もありまして、結果として本校の生徒が就職

しやすくなっているという環境はありますが、で

きるだけ進路指導部を通して、きちんとした就職

をさせようという進路指導をしています。 

 ただし、数名の生徒は未決定、または、ハロー

ワークの求人を通さない、いわゆる縁故というの

でしょうか、先輩の働いているところや、知り合

いのところで働きたいと言っている生徒もいま

すので、引き続き進路指導を重ねて、より適切な

形での進路が実現するようにというふうに考え

ております。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 それでは加藤先生にもう少しお話を伺ってか

ら、教育委員の先生方から個別にご質問を受けた

いと思います。 

 お願いいたします。 

 

○加藤青井高等学校校長 

 ありがとうございます。 

 本校も重なるような話も多いのですが、生徒の
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力に合わせて授業を行っているというような中

で、中学のときにはあまり勉強しなかったけれど

も、心を入れ替えて頑張ろうという生徒は少なか

らずいます。 

 特にアドバンスドクラスを希望するような生

徒の中にはそういう生徒が複数いて、例えば１学

期の成績の一覧を見ても、オール５あるいはほぼ

それに近い生徒も実際にはいます。繰り返します

が、もちろん進学校のようなレベルで授業をして

いるわけではないです。それぞれの学期年度当初

に生徒の実力を見ながら、これぐらいのレベルで

授業を進めていこうという中での成績なので、そ

ういったところは当然考慮する必要はあるので

すが、そういう意欲ある生徒がいる一方で、ない

生徒もいるというような現状もあります。 

 転退学の状況ですが、先ほど申し上げた数字は

退学の数字です。そこにいわゆる転学は含まれて

いません。転学を入れるともう少し増えていくの

ですが、転学する生徒は、大体は広域通信制に行

く生徒が多いです。 

 退学するという生徒についても、基本的には転

学を勧めてはいるのですが、結局は行き先が決ま

らないまま辞めていくというような現状があり

ます。それはなぜかというと、それこそ転退学の

理由ということで、傾向を１つに絞れないのです

が、人間関係であるとか、それからそもそも意欲

がない中で入学して、結局、モチベーションが上

がらずに不適応という状態で学校に来なくなり、

辞めてしまいます。何とか高校を卒業しようとい

う意思を持っている生徒ばかりではないという

ような現状がどうしてもあるということは認識

しています。 

 そこで、キーワードになるのが「ミスマッチ」

ということになります。鴻野先生もおっしゃって

いましたが、業者が出す偏差値を見て「青井高校

だったら入れる」という意識で入学してくると、

意欲の差でなかなかうまくいかないという生徒

がいます。学校説明会に来ず、本校の生活指導の

厳しさであるとか、取り組んでいる内容とかをよ

く調べないで入学してしまう生徒がいて、そうい

う生徒が辞めていく場合に、皆さんの成績を並べ

ていくと下位の生徒がどうしても多くなってし

まうように思います。 

 学校としては、「キャリア教育に力を入れてい

る」というふうに先ほど申し上げましたが、進学

実績を上げたいという気持ちはありません。あく

までも生徒の希望をかなえたいという気持ちで

進路指導をしています。だからといって「大学に

行きたい」と言ったら、「分かった。じゃあ大学

ね」というふうに受け入れるのではなくて、その

能力や適性を見ながら進路について助言をして

いくという、そういう意味でのキャリア教育とい

うふうに考えているのですが、その上で生徒が望

む、希望をかなえたいという方向で指導していま

す。 

 そこで、例えば、必要な模擬試験であるとか、

あるいは検定であるとか、そういったところも受

験を勧めるのですが、それで出てくるのが経済的

な問題です。 

 例えば、英検も、ここ１、２年で受験料が倍近

くになっているというような状況で、家庭の収入

によっては東京都が受験料を負担するという制

度はありますが、そうではない生徒も高額な受験

料を出すのに抵抗があるというところもあって、

何とかケアできないものかというふうに思うこ

とはあります。 

 まとめると、ミスマッチを防ぐために、まずは

情報をこちらから提供していきたいということ

と、言いにくいのですが、過去のイメージを払拭

していただいて、今の青井高校を見た上で受験を

決めてほしいというふうに思っています。 

 全入状態がここ３年ほど続いていると申し上

げましたが、もちろん倍率が増えるに越したこと

はありません。しかし、あくまでも本校で勉強し

たい、本校に入りたい、偏差値云々ではなくて、

本校の特色を見てそこで学びたいという生徒が
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ちょうどいればいいかなと思います。理想論を申

し上げるとそういうことになりますが、そうした

上で入学してきた生徒を指導していきたい、生徒

の進路希望をかなえていきたい、そういう思いで

日々指導しているところです。 

 

○近藤区長 

 加藤先生、ありがとうございました。 

それでは、これまでのところで教育委員の先生

方から何かご質問があればお願いいたします。 

 近藤先生、どうぞ。 

 

○近藤教育委員 

 お二方の校長先生、学校の状態を詳しく教えて

いただきましてありがとうございました。 

 私はふだん、東京未来大学の教員をやっており

ます。開学の頃、高校訪問等を含めまして、両校

にお伺いしております。ですから、どんな感じの

高校だったかを思い出しまして、大変懐かしく思

いました。 

 一番苦労なさっている点として、お二方とも勉

強はどこの高校も一生懸命やっているけれども、

高校生の人間的、心理的な問題、そして家族から

のサポートに関する部分が難しいとおっしゃっ

ていたと思います。 

 先生方は生徒の学校での人間関係、その先の進

路等を考えるにあたり、健康面や生活面を大事に

していると思います。その際、生徒だけではなく、

家庭での課題に対しても対応しなければならな

いことも多いと思います。その辺りを簡単で結構

ですので、お話しいただけたらと思います。 

 子どもたちの健康、意欲、活動をどのようにサ

ポートするか、家族関係をどのように見て対応し

ていくかという点が、私は一番の根幹だと思うの

ですが、いかがでしょうか。 

 

○近藤区長 

 お二方からよろしいでしょうか。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 まず、生徒たちの側面から申し上げますと、い

ろいろな視点があるかと思いますが、１つは中学

校、小学校ぐらいから、いわゆる成育歴とか、発

達障がいとかの所見が出ている子どもたちが何

名か在籍しております。今まで育ってきた中での

そういったものについては、なかなか学校の教員

だけでは対応できない部分がございまして、専門

的な方の手助けとか応援、連携が必要になってき

ます。そういった生徒たちに対しては、東京都で

は従来から全校にスクールカウンセラーを配置

してございますが、それに加えて、今でいう「学

校経営支援センター」という教育委員会のほうで

シニアカウンセラーという方も配置しておりま

して、この方々との連携で生徒の様々なフォロー

や面談などを行うということもしています。 

 また、やはり発達障がいについては詳しく分か

らないという先生が多いものですから、例えば足

立区には足立特別支援学校という学校があり、あ

と、東京都全都で３名配置している特別支援教育

のスーパーバイザーという先生もいますので、そ

ういった方にお願いして、何人かの生徒について

継続的に支援会議を開催させていただいていま

す。例えば、最初は情報交換から始まり、次の段

階としては、授業の中で、子どもたちの言動を見

ていただきます。今、学校ではこんなことで困っ

たり、こんなことでどうすればいいか、どういう

対応をしたらいいかということを支援会議で話

すと、スーパーバイザーの先生がいろいろアドバ

イスをしてくださいます。こういった形で対応し

ていくという支援体制を取っている場合もあり

ます。 

 あと、今の時代は暴力事件や暴力行為ってほと

んどないのですが、ＳＮＳを介した悪口や、誹謗

中傷とまではいかないにしても、生徒たちの間で

友達の悪口を言ったりということも起こってい

ますので、その辺はできるだけそういったリテラ
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シーに対する指導もしており、気がついた段階で

なるべく早く対応するようにということでやっ

ております。 

 それから家庭環境でございますが、これは大変

複雑でございます。客観的な数値の概要だけ申し

上げておきますと、いわゆる東京都の就学支援金、

授業料の援助の制度ですが、これは９割ぐらいの

ご家庭が申請しております。それから東京都独自

の給付金というものがございまして、内容によっ

て５万円と３万円に分かれるのですが、これにつ

いても約４割弱のご家庭が申請をし、受給されて

います。 

 それからもう一つ、奨学のための給付金という

別の制度がございまして、これは約２割強のご家

庭で申請をされ、受給をされています。いわゆる

経済的な面だけの数字だけではございますけれ

ども、そういったご家庭の環境があるということ

がまず１つあります。 

 それから、学習面、生活面でいろいろな課題を

持っている子どもたちと面談やいろいろな話を

していく中で浮かび上がるのが複雑な家族構成

です。お父さんと暮らしているとか、お母さんと

暮らしているとか、兄弟がたくさんいるが、下の

子たちは再婚して一緒になった家庭である等の

家族構成の子どもたちがいます。 

 ある生徒が問題を起こした際に聞き取ったと

きには、「僕には２歳の弟がいます。お母さんは

お仕事で働きに出ているので、２歳の子どもの身

の回りの世話、御飯、おむつ、お風呂、着替えを

僕がやっています」というような、いわゆるヤン

グケアラーのような話なども、いろいろなことが

きっかけで浮かび上がってきます。 

 したがいまして、まだまだ私などは本校の生徒

の本当の意味での生活の実態、本当の家庭環境の

中までは知り得てないところがございますが、何

かあったときに対応していく中で、そういったこ

とが出てくるということがありますので、家庭環

境についてはいろいろな課題があると感じてい

ます。 

 あとは、これも難しいので学校だけでは対応で

きませんが、外国籍のお父さん、お母さん、日本

で生まれた生徒というようなこともある等、非常

に家庭に関わる課題は複雑で様々でございます。 

 以上です。 

 

○近藤教育委員 

 どうもありがとうございました。 

 私自身も別の区でスクールカウンセリングを

やっておりますので、おっしゃることは非常によ

く分かります。 

 

○近藤区長 

 加藤先生、何か付け加えることはございますか。 

 

○加藤青井高等学校校長 

 同じ都立高校ですので、支援体制等は全く一緒

で、抱えている家庭の課題等もよく似ているとこ

ろがあります。そういうところはまた繰り返しま

せんが、本校はスクールカウンセリングのほかに、

先ほど申し上げましたとおり、ユースソーシャル

ワーカー（ＹＳＷ）が都から派遣されています。

昨年度までは２名体制でしたが、今年度は３名体

制に増員されて、スクールカウンセラーとＹＳＷ

で週に３回、生徒は何らかの相談ができるような

体制を整えています。 

 ＹＳＷはスクールカウンセラーとは違って、心

理の専門家ではないのですが、生徒に寄り添って

日常的な悩みであるとか、家庭の悩みであるとか、

それから進路の相談であるとか、時には３年生に

対しては教員と連携して就職の面接の練習相手

もやってくださる等、様々対応しているというよ

うな形でケアをしています。そこでスクールカウ

ンセラーやＹＳＷが対応した案件は当然、学校、

学年、担任ともすぐに共有して課題解決・改善に

向けて検討を重ねていきます。そういった中で対

応したことで、本当はもう辞めようと思っていた
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が、退学を踏みとどまったという生徒も実際には

いますので、一定程度の大きな効果は得られてい

るというふうに考えています。 

 以上です。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 小関先生、かつて中学から送り出された立場と

して、お話を聞きながらどういうふうにお感じな

られましたか。 

 

○小関教育委員 

 お話を伺い、大変だと痛感しました。私自身も

胸が苦しくなりました。 

 

○近藤区長 

 小関委員は、元中学校の校長先生でいらっしゃ

いました。 

 

○小関教育委員 

 私は、足立区の中学校３校で校長を務めました。

両校とも卒業生が進学しているので、いろいろと

お話を伺っている中で、入学させた生徒のことが

思い出されました。 

 先程から話がありますように、かつては３００

人ほどの足立区の生徒が退学してしまう状況が

ありました。そのため、中学校においてキャリア

教育をしっかりと実施することで、高校入学後の

退学者を減らすような取組をしていこうと、中学

校校長会の中で話をしたこともあります。 

 私自身も卒業式の際に、最後に握手をして「絶

対に辞めるなよ」と約束をさせた経験があります。 

ただ残念ながら、足立工業に入学した生徒につ

いて、後で話を聞いてみたところ、「数学０点、

内申書についても相当悪い」とのことでした。（当

該生徒は）足立工業に入学したくて入学したわけ

ではありません。倍率を踏まえて学校を選び、合

格しました。 

面接練習時には、「工業ってこんなことをやる

から、算数、数学はできないと厳しい」「理科が

好きじゃないと厳しい」といった話をして、「こ

んな作業もあるけど大丈夫？」といった声掛けに

対して、本人から「大丈夫です」と返答があった

ことを記憶しています。 

本人が入学後の姿を十分にイメージできてい

なかったり、先ほど言われていましたように、能

力的に厳しいお子さんが入学しているケースも

あります。こうした生徒が多くなると高校として

は非常に厳しいと思っております。 

 青井高校についても、普通科となると、「普通

科で何をするの？」「何をしたいがために普通科

に入学するの？」と聞くと、答えられなかったり

しました。よくよく聞いてみると、その子たちは、

「ダンスをやりたいから」と言っていました。現

在、ダンス部はあるのでしょうか。 

 

○加藤青井高等学校校長 

 あります。 

 

○小関教育委員 

 違う子でも、「太鼓がやりたいから」というの

が入学目的でした。 

「将来何になりたい」「こういう仕事に就きた

い」ということは考えておらず、卒業後に専門学

校へ行き、やりたいことを身につければ良いとの

思いがあったようです。 

何しろ「高校生になりたい」「３年間エンジョ

イしたい」「自分が楽しいことをやりたい」「勉

強は後回し」という感じでの中学校卒業、高校入

学が多いと感じました。 

中学校ではいろんな子がいるため、多少救われ

ている部分もあります。一方、高校では同じよう

な子たちが集まるため、将来的なことを考えさせ

るのは本当に厳しいと思います。 

 したがって、中学校側でも、読む力、計算力と

いった基礎学力が無いと厳しい状態になること
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は分かっておりますので、これらを高めることに

努めています。授業改善やＡＩの活用を進めなが

ら頑張っておりますので、継続していきます。 

また、キャリア教育についても、中学１年生か

ら「これをやりたいから勉強しなければならない」

という自分の思いを持てるように指導しており

ます。 

かつては３年生で実施していた高校見学も、現

在は２年生で実施しています。１年生のうちから

高校を調べ、２年生で高校訪問を実施して、３年

生では訪問したうえで様々な話を聞く等、早め早

めに取り組んでいます。 

受験時、結果的に倍率が低く全入学となること

があります。下級生が勉強せずに０点でも入学で

きるという思いになることがないよう、「頑張ら

ないと入学できない」「先輩はこのように取り組

んでいた」という部分を見せるために、卒業生の

話を聞く会などももうけています。 

現実は厳しいため、我々として、できることは

やっていこうと考えております。十分ではない部

分もあると思いますが、努力しております。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 早川先生、倉橋先生、それぞれ何かございます

か。 

 

○早川教育委員 

 現場の先生方の大変さを思うと、なかなか言葉

が見つかりません。 

 全入学を逆手にとって、百マス計算などから始

めてもいいのではないでしょうか。 

 「百マス計算を毎日続ける」「文章を音読する」

といった単純なことの継続が大事だと思います。 

そのような積み重ねにより、日常生活における

計算ができるようになることのほうが大事だと

思います。 

国家試験に合格している方であっても、短い時

間の中で、さっと文章を読み、的確に次の対応を

することは難しいので、そのような教育も大切だ

と思います。 

また、最近はよく不眠に関する話題が出ますが、

寝る前ぎりぎりまでゲームをすると眠れなくな

るのであれば、寝る１時間前にはゲームをしなけ

れば良いのです。当たり前のことですが、意外と

当たり前のことができずに不眠になり、相談に来

られる方が多くいます。 

 当たり前のことが徹底できれば、先ほどの防災

活動の件ではないですが、まちの主役になれる可

能性もあります。生きる力を身につけられる学校

があっても良いのではないかと思いました。 

 

○近藤区長 

 よろしいですか。ありがとうございました。 

 倉橋先生、いかがでしょうか。 

 

○倉橋教育委員 

 お話ありがとうございます。 

コミュニケーションに課題のある生徒さんが

何人かいらっしゃるとのことでしたが、現在、足

立区の小学校、中学校にはコミュニケーションの

教室が全校に入りました。 

 学校を訪問すると、大体１～２割、多い学校だ

と３割ぐらいの子どもたちがコミュニケーショ

ンの教室を利用しています。 

コミュニケーションに課題のある子どもたち

に対し、小学校・中学校では大分手厚くなってき

ましたが、高校へ入学した途端に普通の子と同じ

扱いでは高校の先生方も困るのではないでしょ

うか。また、子どもたちも、今まで手厚くしても

らっていたのに突然手を離されてしまっては困

惑するのではないでしょうか。 

 高校だけでは難しいと思うのですが、せっかく

小学校、中学校でコミュニケーション能力を少し

ずつ高めてきた子たちが、高校でも同じように学

校内でサポートを受けられれば良いと思いまし
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た。これは、都に要望すべき内容であるため、区

での対応は難しいと思うのですが、考えをお聞き

したいと思います。 

 また、ヤングケアラーについては、高校どころ

か、小学校、中学校から増加していると思います。

高校生になると、「親だけでなく、下の子の面倒

も見なければいけない」「自分の学費を自分で稼

がなければいけない」といった子が増えて、学習

意欲が落ちてしまいます。 

ヤングケアラーは見つけにくいと思うのです

が、全校に入っているスクールカウンセラーも活

用しながら早急に見つけて、何かしらの対応をし

てもらえると良いと思いました。 

 以上です。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

時間が来ておりますので、これからの足立区の

新たな取組のプランについて、楠山室長のほうか

らご説明ください。 

 

○楠山あだち未来支援室長 

 あだち未来支援室の楠山と申します。今後のプ

ランについて、簡単にご説明させていただきます。 

 先ほど委員の皆様から、コミュニケーションの

課題があるとか、学習の環境がないとか、いろい

ろな課題をいただきました。それを踏まえて、東

京都ではやっていますが、それ以外のところを何

とか区でできないかということで、「（仮称）あ

だち若者全力応援プラン」を来年度に向けて考え

ているところでございます。 

 まず１つ目の「学ぶ」というところで、２つ支

援を考えております。１つ目は高校生の居場所を

兼ねた学習支援のところで、高校でもやられてい

ますが、放課後に学校とは別の場所で学習支援を

行うものです。中退した方向けに高校卒業認定試

験の支援もできると思います。 

 また、２つ目は「（仮）ミライ塾」ということ

で、先ほど少しお話がありましたが、難関大学を

目指していても、なかなか経済的に困難で塾に行

けないお子さんについては、中学校で「はばたき

塾」というのをやっていますので、それを高校生

でもできないかということを今検討していると

ころです。 

 「働く（関わる）」というところでは、先ほど

鴻野先生からもお話がありましたとおり、就職す

る方が多い学校については、コミュニケーション

ができないと就職も難しいのではないかという

ことがあります。診断は取っていないが、発達障

がいの傾向のあるお子さんに対して支援をする

ところがこれまでなかなかありませんでした。そ

こで、３番の「個別就労支援プログラム」につい

ては、今年度７月に開設した「ＳＯＤＡ」という

若者の相談窓口の同じ建物の２階のクリニック

で、手帳や診断を受けた方向けに、障がい者の自

立支援法内で支援をしているのですが、法外でも

幾ばくか足立区から支援をさせていただいて、そ

ういうお子さんの就労支援プログラムができな

いかということを考えております。 

 また、そもそもコミュニケーションがなかなか

取れない、就労までいかないお子さんがいると思

います。そういった方向けには、大学生のような

割と年齢の近い学生が主体となって運営してい

る居場所が足立区にはございますので、そこに、

その高校生を入れて伴走型の支援をしたいと考

えています。そこは子どもたちが集まってくる駄

菓子屋のようなところですので、小学生のお子さ

んを一緒に支援し、大学生とも関わり合いながら、

自分も支援者になることで少しでも意欲の改善

や、感じられるものがあるのではないかというこ

とで、そのような支援も考えております。 

 最後に「暮らす」というところで、これは給付

金になりますが、「（仮）高校生応援支援金」と

いうものを考えています。先ほど先生からもお話

がありましたとおり、非課税世帯であれば高校の

就学支援金、いわゆる高校生版の就学援助は１３
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万円ぐらい出ているのですが、生活保護や非課税

世帯以外のお子さんの中には、実はクラブ活動に

おける費用であるとか、体験活動とか食費も含め

てお困りの方がいるのではないかということで、

課税世帯の収入の低い方を対象とした支援金を

支給し、いわゆる空白になっている部分を埋める

形で何らかの支援ができないか、来年度少し検討

したいと考えております。 

 このようにして若年者支援を来年度足立区と

してもかなり手厚くやっていきたいというふう

に考えております。 

 

○近藤区長 

 最後の高校生の応援資金につきましては、先ほ

ど加藤校長先生がおっしゃられた検定試験につ

いても対象になるのではないかと考えています。

また、現場ではこういうところで今一番困ってい

て先に進めないというようなことがあれば、具体

的に項目に入れ込むことも可能です。この場でな

くても結構ですから、ぜひご要望いただければと

考えております。 

 教育長のほうから何かありますか。 

 

○大山教育長 

 両校長先生、本日はありがとうございます。 

 私としては、中高接続会議も含めて区内の校長

先生方と、顔の見える関係で話をさせていただけ

るようになり、非常にありがたいと思っておりま

す。 

また、本日は中退者が少なくなった原因、学校

の取組を詳細にお話いただき非常に参考になり

ました。改めて、小中学校で基礎力を固め、なお

かつ目的意識を持って高校に入学することが大

事だということを感じました。 

 現在検討を進めている育英資金ですが、今まで

の貸付型は応募される方が少ないという状況を

踏まえ、検討委員会を立ち上げて給付型を検討し

ております。 

これは、先ほども話がありましたが、低所得の

方だけではなく、もう少し所得のある方、進学希

望があるものの家庭の経済事情で大学に行けな

い方も対象になります。 

 これからもいろいろな情報をいただきながら、

教育委員会としても若年者支援に取り組んでい

きたいと考えております。 

 以上です。 

 

○近藤区長 

 鴻野先生、加藤先生、それぞれ学校の中身をき

ちんと知って志望してほしいというお話があり

ました。 

 高校のほうでも、情報発信や様々な方法を通じ

て、理解を深めてもらう努力をしていただいてい

ると思いますが、もしかすると、なかなか保護者

や中学校現場に届いていないかもしれません。小

関先生、今と時代が違うかもしれませんが、情報

の受け手と発信のやり取りというのは十分だと

いうふうにお考えですか。 

 それでも「０点でも入れるんだ」というところ

が先に立ってしまい、学校の中身や、生活指導を

しっかりやられているというような学校の本質

を保護者や本人がなかなか理解できないままに

まず走ってしまっているか等、そのあたりのとこ

ろはいかがでしょうか。 

 

○小関教育委員 

 現在は、様々な手段で情報を得ることができま

す。実際に高校を訪問したり、インターネットで

調べてみたり、先輩・卒業生から様子を聞くなど、

親御さんを通してではなく、本人たちが勉強する

という方向で動いているところです。 

 親に頼るばかりではなく、子どもたちにしっか

りと教育をして、子どもが理解したうえで選択で

きるよう、中学校で取り組んでいく必要があると

思います。 

 私も（校長時代に）青井高校は「生活指導がす
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ごく厳しくなっているよ」と面接練習で話した記

憶があります。各高校の正しい情報を伝えたうえ

で進路選択をさせていますが、十分ではない部分

もあると思います。 

中学校としては、できるだけ早いうちから子ど

もたちに新しい情報を与えて、「高校進学」「就

職」等々で、正しく選択できるようにと思ってい

ます。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございます。 

 先生方から「ミスマッチ」というお声が出てい

ました。どうしても保護者の方は、定時制より昼

間、昼間であれば商業・工業よりも普通科みたい

な傾向があり、結局入学したものの、おっしゃっ

たような状況になるということもあるというよ

うに聞いております。そのため、保護者の方にも

お子さんの立場に立った将来設計みたいなもの

をきちんと理解いただきたいと思いますが、家庭

状況の厳しさから、お子さんにそこまで気持ちを

割ける経済的、精神的な余裕があるご家庭ばかり

でないのが辛いところでもあります。 

 最後に、残り時間が僅かですので、お一言ずつ

になりますが、これからに対する期待や、こうい

うことをぜひ区教育委員会に頼みたいというよ

うなことがあれば、お一人ずついかがでしょうか。 

 

○鴻野足立工業高等学校校長 

 ありがとうございます。 

これからの抱負や期待というほどではござい

ませんが、やはり今時代が大きく変わっておりま

して、本校を取り巻く状況で言うと、これはいつ

も学校説明会において「今、進むならば工業がい

いですよ」という話をよく保護者の方と中学生に

しています。 

 具体的に申しますと、ＳＤＧｓという観点で

「工業高校で学んだことで就職する会社は、ＡＩ

がこれからどんどん進んでいってもなくなりま

せん」というような話しています。持続可能な企

業というか、どんなに進んでもなくならないよう

な分野の仕事があります。そういった意味で、「就

職という点では、圧倒的なアドバンテージがあり

ます」ということを話しています。 

 また、勉強が苦手とか、友達関係が苦手とか、

いろいろ課題があっても、誰でもいろいろな長

所・短所はございますので、「うちは好きなこと

を得意にして、得意なことを長所にしていきます

から」という話をしています。 

 冒頭申しましたが、少し前までは「物づくりに

興味・関心のある子を受け入れます」と言ってい

た言葉から、「物づくりを通していろいろな子ど

もたちを育てます」というふうに変えていこうと

思っております。 

 足立区のこの全体計画は大変すばらしいと思

います。私もこういうプランやプログラムには一

緒に協力させていただきたいと思っております。 

 あとは、このプランについて、いかに狙いを定

めている生徒たち、高校を辞めた一般の人たち、

中退した人たちにどう伝え、どう分かってもらっ

て足を運んでもらうかというところの仕組みと

いうか、ツールというか、そういうところが結構

大事になってくるのではないかと感じておりま

す。 

 いずれにしても一緒に私も勉強させていただ

きたいと思っております。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございます。 

 中退後のプライバシーの問題があるので、本当

に必要な方をここにつなげていくというのは、ま

た一工夫、二工夫必要だと思いますので、ご相談

に乗ってください。よろしくお願いいたします。 

 加藤先生、いかがでしょうか。 

 

○加藤青井高等学校校長 

ありがとうございます。 
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 まず先ほどご説明のあった全力応援プランで

すが、本当に居場所支援というのはありがたいと

いうふうに思います。 

 「コミュニケーションの力を」というお話もあ

りましたが、ただ居場所を提供するだけではなく、

そこで誰かが相手をしてくれるというような環

境を整えると、例えば本校の生徒が行っても何を

していいか分からなかったり、行くことに不安が

あったりすると思いますので、それがないような

環境が整っているとこちらからもＰＲがしやす

いです。 

 あと、過去のイメージを払拭したいという話を

何度もさせていただきましたが、「高校生になり

たいから青井高校に入学した」というような生徒

がいたと、小関教育委員からもお話がありました。 

 実際にイメージという意味では、今年度の生徒

会の生徒から聞いたのですが、その生徒の言葉を

そのまま使うと「ヤンキーだらけの学校だと思っ

ていた。でも学力的に青井高校かと思って受験し

た。でも、入ってみたら全然違って驚いた」とい

うふうに言っていました。そういうイメージがな

かなか払拭できていない中で受験するという生

徒が実際にいるということを実感したところで

す。区立の中学校をできれば１校１校回ってお話

しをさせていただきたいとも思っていますが、区

を通じて、進路指導の状況であるとか、進路指導

の先生方がどういった観点で青井高校を勧めて

いるかとか、そういったところの現状を教えてい

ただけると、こちらとしても、それをどう募集対

策に活用していこうかということの検討になる

と思います。都立高校ではありますが、区の皆さ

んとはさらなる連携をさせていただければとい

うふうに考える次第です。 

 よろしくお願いします。 

 

○近藤区長 

 ありがとうございました。 

 今日は担当の部長たちも来ておりますので、今

お話の出たご要望については、具体的な形にでき

るように取りまとめてまいります。 

 また、「ヤンキーだらけの学校だと思っていた

が、来てみたら全然違って驚いた」というお話は、

「足立区はヤンキーばかりだと思っていたが、暮

らしてみたら結構暮らしやすくてよかった」とい

うことと置き換えられるような気がしました。何

とかして昔ながらのイメージを払拭しようと頑

張っているのは青井高校ばかりではなく私ども

も一緒ですから、ぜひ、ともに頑張っていきたい

と思います。 

 一つ一つ学校を回られるのも大変だと思いま

すから、例えば機会を捉えて校長会でお話をいた

だく形で考えていきたいと思います。 

 

○大山教育長 

 はい。機会をつくって。 

 

○近藤区長 

 ぜひぜひ。 

 「こうやってうちのほうは指導しています」と

いう実態を持ってのお話でしたから、きちんと意

見交換ができるようにして、実を上げていただく

と今日の会議の成果も上がるのではないでしょ

うか。 

 

○大山教育長 

 分かりました。ありがとうございます。 

 

○近藤区長 

 よろしいでしょうか。 

 大変お忙しい中、ありがとうございました。今

日で終わりということではなく、今日お話しいた

だいたことを生かして一歩、二歩、前進してまい

りたいと思いますので、今後とも一緒に頑張って

いけるようにご指導をお願いいたします。 

 ありがとうございました。 
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○伊東政策経営課長 

 以上で本日の議事を終了させていただきます。 

 それでは、令和４年度総合教育会議を閉会とい

たします。 

 ありがとうございました。 


